
建
交
労
鉄
道
は
、
２
０
２
６
年
４
月
1
日
以
降
の
賃
金
引
き
上
げ
お
よ
び
労
働
条
件
の
抜
本
的
な
改
善
を

求
め
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
し
て
団
体
交
渉
の
開
催
と
文
書
に
よ
る
誠
意
あ
る
回
答
を
申
し
入
れ
た
。

背
景
に
は
、
２
０
２
６
年
1
月
に
高
市
首
相
が
通
常
国
会
冒
頭
で
衆
議
院
を
解
散
し
、
物
価
高
対
策
を
示

さ
な
い
ま
ま
選
挙
に
突
入
し
た
こ
と
へ
の
批
判
が
あ
る
。
選
挙
で
は
与
党
が
勝
利
し
た
も
の
の
、
国
民
生
活

の
困
窮
は
続
い
て
お
り
、
実
質
賃
金
は
11
カ
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
。
特
に
貨
物
会
社
で
働
く
労
働
者
と
そ
の

家
族
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
教
育
費
の
支
払
い
に
も
苦
し
む
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
建
交
労
が
実
施
し
た
「
２

０
２
６
年
国
民
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
62
・
５
％
が
生
活
の
苦
し
さ
を
訴
え
、
65
％
が
「
賃
金
が

安
い
」
と
回
答
。

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、
建
交
労
は
「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
賃
金
を
実
現
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
組
合
員
一
人
あ
た
り
月
額
４
万
円
、
日
額
２
０
０
０
円
、
時
間
額
１
７
０
円
の
賃
上
げ
を
要
求
。
鉄
道

本
部
も
こ
の
方
針
に
同
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
掲
げ
る
「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
」
や

「
人
的
投
資
」
の
方
針
に
対
し
、
建
交
労
鉄
道
は
具
体
策
の
提
示
と
と
も
に
、
社
員
の
離
職
防
止
と
働
く
環

境
の
改
善
を
強
く
求
め
て
い
る
。
定
年
延
長
に
伴
う
昇
給
抑
制
や
昇
職
制
度
の
課
題
、
シ
ニ
ア
社
員
の
待
遇

格
差
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
制
度
の
見
直
し
が
急
務
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
０
２
６
年
３
月
の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
も
、
収
入
効
果
が
限
定
的
で
あ
り
、
要
員
不
足
の
解
消
な
く
し
て
鉄
道
貨
物
輸
送
の

基
幹
化
は
困
難
と
指
摘
。
安
全
輸
送
の
確
保
に
は
、
直
営
業
務
の
徹
底
と
技
術
継
承
の
た
め
の
教
育
制
度
の

整
備
が
不
可
欠
と
訴
え
て
い
る
。
建
交
労
鉄
道
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
に
対
す
る
文
書
で
の
回
答
を
２
０
２
６

年
３
月
11
日
ま
で
に
行
う
よ
う
求
め
て
お
り
、
団
体
交
渉
の
場
で
誠
意
あ
る
対
応
を
強
く
要
請
し
た
。

賃
上
げ
要
求
：
２
０
２
６
年
４
月
以
降
、
基
本
給
を
一
人
平
均
４
鉄
道
万
円
引
き
上
げ
、
初
任
給
を
25
万
２

千
円
以
上
に
。

労
働
条
件
の
改
善
：
割
増
賃
金
の
見
直
し
、
通
勤
手
当
の
全
額
支
給
、
着
替
え
時
間
の
労
働
時
間
認
定
。

高
齢
者
雇
用
：
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
、
定
年
後
も
１
０
０
％
賃
金
支
給
を
求
め
る
。
人
事
制
度
の
見
直
し
：

評
価
制
度
の
廃
止
、
家
族
手
当
の
基
準
内
賃
金
化
。

要
員
確
保
：
職
場
ご
と
の
必
要
人
員
の
明
示
と
確
保
、
特
に
動
力
車
乗
務
員
の
不
足
解
消
を
強
調
。

勤
務
時
間
と
休
暇
制
度
：
年
間
労
働
時
間
１
６
０
０
時
間
、
完
全
週
休
２
日
制
、
有
給
特
別
休
暇
の
拡
充
を

提
案
。

安
全
と
災
害
対
応
：
直
営
業
務
の
徹
底
、
技
術
継
承
の
た
め
の
教
育
制
度
、
災
害
時
の
労
働
条
件
改
善
。

こ
こ
だ
け
は
伝
え
た
い
！

「
８
時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
」
─
建
交
労
鉄
道
は
、
生
活
困
難
を
打
開
し
、
誇
り
を
持
っ

て
働
け
る
職
場
の
実
現
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
し
て
月
額
４
万
円
の
賃
上
げ
と
労
働
条
件
の
抜
本
的
改

善
を
求
め
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

「
３
・
５
建
交
労
中
央
行
動
」

建
交
労
総
決
起
集
会

（
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
赤
坂
・
会
議
室
）

10
時
～
11
時
ま
で
、

全
労
連
・
春
闘
共
闘
会
議
の
中
央
集
会

（
日
比
谷
野
音
公
園
周
辺
）

12
時
20
分
～

全
労
連
・
春
闘
共
闘
国
会
デ
モ

13
時
～
14
時
10
分

「
３
・
１
２
全
国
統
一
行
動
」

中
央
・
地
方
の
決
起
集
会
・
宣
伝
行
動

東
京赤

羽
駅
西
口
宣
伝
行
動

13
時
30
分
～
14
時
30
分

鉄
道
東
日
本
本
部
・
春
闘
要
求
懇
談
会

15
時
～
16
時
30
分

組
合
事
務
所

盛
岡

夕
方
大
宣
伝

ク
ロ
ス
テ
ラ
ス
前

17
時
～
17
時
30
分
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最
高
裁
裁
判
長
「
意
見
」

最
高
裁
が
自
主
避
難

者
の
退
去
訴
訟
で
上
告

を
棄
却
。
福
島
県
の
主

張
が
認
め
ら
れ
た
。

で
も
、
裁
判
長
の
三

浦
守
氏
自
身
が
反
対
意

見
を
表
明
。
こ
れ
は
極

め
て
異
例
。

三
浦
裁
判
長
は
「
避

難
継
続
に
は
合
理
性
が

あ
る
」
「
福
島
県
に
退

去
を
求
め
る
資
格
は
な

い
」
と
し
て
、
国
と
県

の
対
応
を
厳
し
く
批
判
。

自
主
避
難
者
の
住
宅
支

援
打
ち
切
り
や
、
家
賃

請
求
の
根
拠
が
不
透
明

な
ま
ま
進
め
ら
れ
て
き

た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。

原
発
事
故
か
ら
15
年

近
く
経
つ
今
も
、
避
難

者
を
守
る
法
整
備
は
不

十
分
な
ま
ま
。
つ
ま
り
、

判
決
の
結
論
は
県
側
の

勝
利
だ
け
ど
、
裁
判
長

の
反
対
意
見
が
「
国
と

県
の
や
り
方
は
お
か
し

い
」
と
強
く
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
る
。

避
難
者
と
は
？

自
主
避
難
者
：
国
の

避
難
指
示
が
出
な
か
っ

た
地
域
か
ら
、
自
ら
の

判
断
で
避
難
し
た
人
た

ち
。放

射
線
の
不
安
か
ら

避
難
し
た
の
に
、
国
の

基
準
変
更
（
年
間
20
ミ

リ

シ

ー

ベ

ル

ト

）

で

「
避
難
の
必
要
な
し
」

と
さ
れ
、
支
援
対
象
か

ら
外
さ
れ
た
。

避
難
先
で
は
「
み
な

し
仮
設
住
宅
」
（
民
間

や
公
営
住
宅
を
借
り
上

げ
た
も
の
）
に
無
償
で

住
ん
で
い
た
。

制
度
の
問
題
点

災
害
救
助
法
は
本
来
、

短
期
的
な
支
援
を
想
定

し
て
い
て
、
長
期
避
難

に
は
対
応
し
て
い
な
い
。

「
み
な
し
仮
設
住
宅
」

の
供
与
に
は
明
確
な
期

限
が
な
く
、
延
長
の
基

準
も
曖
昧
。

自
主
避
難
者
は
東
電

か
ら
の
賠
償
対
象
外
。

住
宅
費
も
国
が
立
て
替

え
た
ま
ま
、
東
電
に
請

求
し
て
い
な
い
。

「
子
ど
も
・
被
災
者

生
活
支
援
法
」
も
あ
る

け
ど
、
具
体
的
な
支
援

内
容
が
決
ま
ら
ず
、
実

効
性
に
欠
け
る
。

国
・
福
島
県
・
東
電

の
今
後
の
対
応
は
？

国
と
福
島
県
：
自
主

避
難
者
へ
の
支
援
を
打

ち
切
り
、
退
去
を
求
め

る
訴
訟
を
続
け
て
い
る

（
33
件
）
。

東
電
：
強
制
避
難
者

に
は
賠
償
し
て
い
る
が
、

自
主
避
難
者
分
の
住
宅

費
は
未
払
い
。
国
も
請

求
し
て
い
な
い
。

今
後
の
課
題
：

原
発
事
故
の
よ
う
な

長
期
避
難
に
対
応
で
き

る
新
た
な
法
整
備
が
必

要
。自

主
避
難
者
を
含
め

た
公
平
な
支
援
と
賠
償

の
仕
組
み
を
作
る
べ
き
。

東
電
へ
の
賠
償
請
求
を

ど
う
整
理
す
る
か
、
国

と
県
の
責
任
が
問
わ
れ

て
い
る
。

起
き
た
と
き
に
“
人

を
守
る
覚
悟
”
が
制
度

と
し
て
あ
る
か
ど
う
か

今
は
「
避
難
す
る
自

由

」

は

あ

っ

て

も

、

「
避
難
を
続
け
る
権
利
」

が
法
律
で
保
障
さ
れ
て

い
な
い
。
原
発
事
故
の

よ
う
に
長
期
化
す
る
災

害
に
は
、
避
難
者
の
生

活
を
支
え
る
法
的
枠
組

み
が
必
要

避
難
基
準
の
透
明
化

と
一
貫
性
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
明
確
で
一

貫
し
た
避
難
基
準
が
必

要
>東

電
、
国
、
県
の
間

で
「
誰
が
ど
こ
ま
で
責

任
を
持
つ
か
」
が
曖
昧

避
難
者
自
身
の
声
を

聞
き
、
当
事
者
参
加
型

の
政
策
決
定
を
行
う
こ

と
。

Ｎ
Ｏ

１
７
６

国
の
無
法
を
指
弾
し
た

電磁波対策（『食べもの通信』より）

ここ数年、スマフォの普及により、私たちの暮らしは

飛躍的に便利になりました。一方で、5Gなどの高速かつ

強力な電磁波が増加し、体調を崩す人も少なくありませ

ん。電磁波の影響については、マスコミではほとんど報道さ

れず、タブー視されているのが現状です。急増するスマ

ホと電磁波による健康被害。スマフォや5G、学校でのデ

ジタル教育など、近年私たちの身の回りには電磁波があ

ふれています。大人だけでなく、子どもたちも日常的に

電磁波にさらされています。特に携帯電話のマイクロ波は、

生殖機能や胎児の発達に影響を及ぼす可能性があると指摘さ

れています。

電磁波とは？

電場と磁場が交互に発生しながら進む波のことです。

以下のように分類されます

①低周波（1Hz～10kHz）：家電、送電線、自動改札

機、パソコンなど。②中間周波（10kHz～10MHz）：

IH調理器など。③高周波（10MHz～100GHz）：携帯 電

話、スマフォ、基地局、コードレスフォン、無線 LAN

（Wi- Fi）、電子レンジなど。

海外の報告と研究では、欧州議会の科学技術選択評

価委員会は、5Gの健康影響について報告し、マイクロ

波には発がん性があり、男性の生殖能力や女性の受胎

能力、胚や胎児の発達に悪影響を及ぼす可能性がある

と述べています。また、WHOの下部機関である国際がん

研究機関（IARC）は2011年に、無線周波数の電磁波を

「発がん性の可能性がある」と分類しました。

健康被害が最も多い「携帯基地局」

電磁波に関する健康相談で最も多いのが、携帯基地

局に関するものです。総務省や携帯電話会社は今後さ

らに基地局の設置を進める方針ですが、私たちは自分

自身を守るためにも、基地局に関する問題を知ってお

く必要があります。特に、基地局から300m以内では健康へ

の影響が出る恐れがあるとされており、家の隣に基地局

が建てられたことで体調を崩す人もいます。問題なの

は、基地局の建設計画が事前に住民に知らされず、完

成してから気づくケースが多いことです。現在、全国

の自治体で「基地局建設計画を事前に近隣住民に知ら

せる条例」を制定する動きが広がっており、盛岡市で

もこのような条例が制定されています。

電磁波の影響を減らす暮らしの工夫

電磁波の影響を減らすためには、以下のような工夫

が有効です。

①発生源から離れる・弱める・減らす。②スマート

フォンは通話時は耳から離して使用する。パソコンは

ノート型よりもデスクトップ型が望ましい。③電子レ

ンジ使用中は距離を取る。④IHクッキングヒーターは

電磁波が強いため、使用を控えるのが望ましい。
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Ｊ
Ｒ
貨
物
鉄
道
本
部

と
労
働
組
合
は
14
日
、

２
０
２
６
年
３
月
ダ
イ
ヤ

改
正
に
関
す
る
団
体
交

渉
を
実
施
し
た
。
会
社

側
は
改
正
に
よ
る
収
入

効
果
を
約
20
億
円
と
説

明
し
た
が
、
組
合
側
は

「
目
玉
が
な
く
マ
イ
ナ
ス

要
因
が
大
き
い
」
と
指

摘
し
、
荷
主
ニ
ー
ズ
を

反
映
し
た
柔
軟
な
ダ
イ

ヤ
編
成
を
求
め
た
。

要
員
面
で
は
、
２
０
２

６
年
度
の
採
用
計
画

２
３
０
名
に
対
し
退
職

見
込
１
８
０
名
。

運
転
士
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
養
成
も

定
員
割
れ
が
続
く
状
況

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

組
合
は

●
養
成
枠
は
定
員
割
れ

が
続
く

●
組
合
は
「
基
準
人
員

が
実
態
に
合
わ
な
い
」

と
指
摘

●
要
員
配
置
の
見
直
し

と
養
成
枠
拡
大
を
強
く

求
め
る

中
距
離
輸
送
の
強
化
を

軸
に
輸
送
力
増
強
へ

輸
送
面
で
は
、
中
距

離
帯
（
東
京
～
大
阪
、

名
古
屋
～
福
岡
）
を
中

心
に
輸
送
力
を
増
強
す

る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

２
０
２
６
年
度
の
積
載

率
や
輸
送
ト
ン
キ
ロ
目

標
は
今
後
策
定
さ
れ
る
。

組
合
は

●
「
中
・
長
距
離
輸
送
の

強
化
こ
そ
貨
物
鉄
道
の

役
割
」
と
訴
え
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
線
路
使
用
料

な
ど
構
造
問
題

災
害
時
のB

C
P

や
線

路
使
用
料
な
ど
、
第
二

種
鉄
道
事
業
者
と
し
て

の
構
造
的
課
題
に
つ
い

て
も
議
論
が
及
ん
だ
。

組
合
は

●
「
国
鉄
改
革
か
ら
40

年
、
ス
キ
ー
ム
見
直
し

の
時
期
」
と
主
張

●
国
へ
の
働
き
か
け
強

化
を
要
請

Ｊ
Ｒ
貨
物
東
北
支
社

が
1
月
23
日
に
提
示
し

た
「
２
０
２
６
年
３
月
ダ

イ
ヤ
改
正
案
」
に
対
し
、

労
働
組
合
は
運
転
士
の

労
働
環
境
改
善
、
安
全

対
策
の
強
化
、
設
備
整

備
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

要
求
を
ま
と
め
、
文
書

回
答
と
団
体
交
渉
の
開

催
を
申
し
入
れ
。

運
転
士
の
負
担
軽
減
と

要
員
確
保
を
要
求

仕
業
改
善
・
要
員
増
・

養
成
計
画
の
明
確
化
を

求
め
る
。

組
合
は
仙
台
総
合
鉄

道
部
に
関
し
て
、
運
転

士
の
過
重
負
担
を
避
け

る
た
め
以
下
を
求
め
た
。

●

Ｂ
２
仕
業
・
４
７
２

列
車
の
陸
前
山
王
駅
の

発
車
時
刻
を
前
倒
し
東

仙
台
信
号
場
で
の
機
関

車
交
換
ル
ー
ル
の
明
確

化●

深
夜
帯
の
折
返
し

休
養
を
「
５
時
間
以
上
」

に
延
長

予
備
要
員
を
３
名
増

員●

２
０
２
６
年
度
の
採

用
・
退
職
者
数
を
職
場

別
・
職
種
別
に
開
示
。

運
転
士
の
新
規
養
成
計

画
を
明
示

●

年
休
・
保
存
休
暇

の
消
化
状
況
（
特
休
買

上
げ
含
む
）
の
開
示

安
全
輸
送
の
確
保
へ

災
害
時
対
応
や
信
号

設
備
の
整
備
を
要
望
。

安
全
対
策
と
し
て
、
組

合
は
改
善
を
求
め
た
。

●

災
害
な
ど
長
時
間

抑
止
時
は「
８
時
間
」
を

目
安
に
交
替
体
制
を
整

備
遅
延
に
よ
る
「
２
泊
３

日
勤
務
」
を
避
け
る

●

運
用
改
善
藤
田
駅
・

越
河
駅
へ
の
停
止
目
標

設
置
。

●

場
内
・
出
発
信
号

機
の
銘
板
整
備

●

線
路
わ
き
の
除
草

作
業
の
徹
底

設
備
・
職
場
環
境
の
改

善
を
要
求

カ
ラ
ス
対
策
か
ら
休

憩
室
整
備
ま
で
幅
広
く

指
摘職

場
環
境
の
改
善
と

し
て
、
組
合
は
次
の
点

を
求
め
た
。

●

黒
磯
駅
構
内
の
カ

ラ
ス
被
害
対
策

●

盛
岡
（
タ
）
休
養
室

の
カ
ー
テ
ン
を
遮
光
タ

イ
プ
へ
変
更

●

黒
磯
機
関
区
の
空

調
点
検
・
清
掃
、
休
憩

室
の
天
井
ボ
ー
ド
交
換

●

遅
延
時
の
食
事
代

補
助
を
１
０
０
０
円
へ
増

額青
森
総
合
鉄
道
部
・
盛

岡
（
タ
）
派
出

当
直
業
務
の
「
泊
ま

り
勤
務
化
」
を
要
望

ダ
イ
ヤ
改
正
の
収
入
効
果
め
ぐ
り
会
社

・
組
合
で
認
識
に
差

岩
手
労
連
は
1
月
10
日
、

盛
岡
市
の
サ
ン
セ
ー
ル

盛
岡
で
「
２
０
２
６
年

旗
開
き
」
を
開
催
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

対
面
開
催
は
５
年
ぶ
り

と
な
り
、
各
界
か
ら
約

80
名
が
参
加
し
た
。
。

労
働
組
合
主
導
で
春

闘
勝
利
を

議
長
が
議
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
す
べ
て
の

労
働
者
の
底
上
げ
を
」

「
２
０
２
６
春
闘
は
労

働
組
合
が
主
導
し
、
す

べ
て
の
労
働
者
の
大
幅

賃
上
げ
と
底
上
げ
を
実

現
す
る
闘
い
だ
」
と
強

調
。
参
加
者
に
向
け
て

「
と
も
に
力
を
合
わ
せ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
、

会
場
に
は
前
向
き
な
空

気
が
広
が
っ
た
。

し
ば
ら
く
ぶ
り
に
合

う
懐
か
し
い
方
が
た
と
。

労
働
者
う
た
ご
え
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
合
唱
と
力

強
い
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三

唱
」
が
行
わ
れ
、
参
加

者
の
士
気
を
高
め
ま
し

た
。

全
労
連
・
黒
岩
事
務
局

長
が
講
演

国
民
春
闘
岩
手
年
次

総
会
が
行
わ
れ
「
２
０

２
６
国
民
春
闘
」
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

大
幅
賃
上
げ
、
ケ
ア

労
働
者
の
待
遇
改
善
、

平
和
守
る
闘
い
を
提
起

**
旗
開
き
に
先
立
ち
、

全
労
連
の
黒
岩
事
務
局

長
が
、
講
演
で
は
次
の

ポ
イ
ン
ト
が
示
さ
れ
た
。

大
幅
賃
上
げ
に
よ
る
生

活
改
善
を
社
会
全
体
で

実
現
す
る
こ
と
ケ
ア
労

働
者
の
待
遇
改
善
を
急

ぐ
必
要
性
学
習
と
た
た

か
い
を
通
じ
て
仲
間
を

増
や
し
、
組
織
拡
大
を

進
め
る
こ
と
改
憲
阻
止

と
平
和
を
守
る
運
動
の

重
要
性
。
講
演
後
に
は

参
加
者
と
の
フ
リ
ー
ト
ー

ク
も
行
わ
れ
、
現
場
の

声
や
生
活
実
態
が
共
有

さ
れ
た
。

自
民
圧
勝
の
中
、
労

働
者
の
生
活
と
安
全
を

守
る
声
広
が
る

三
浦
委
員
長
挨
拶

２
月
８
日
の
衆
議
院
選

挙
で
自
民
党
が
３
１
６

議
席
を
獲
得
し
圧
勝
。

高
市
政
権
の
も
と
、
軍

事
費
優
先
や
憲
法
改
正

の
動
き
が
進
む
中
、
労

働
者
の
生
活
や
権
利
の

後
退
を
懸
念
す
る
声
が

上
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
情
勢
の
も

と
、
東
日
本
は
代
表
者

会
議
を
開
催
し
、
賃
上

げ
と
労
働
条
件
の
改
善

を
最
優
先
に
掲
げ
、
国

民
春
闘
を
力
強
く
た
た

か
う
決
意
を
共
有
し
た
。

東
京
都
内
で
は
家
賃

や
公
共
料
金
の
高
騰
に

よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
す
ら
困
難
な
実

態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

会
議
の
現
場
声

「
安
全
を
守
る
た
め
の

最
低
限
の
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
」
「
人
員
不

足
が
す
べ
て
の
問
題
を

悪

化

さ

せ

て

い

る

」

「
生
活
面
の
負
担
増
が

士
気
を
下
げ
て
い
る
」

「
現
場
の
声
が
十
分
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
」

「
シ
ニ
ア
社
員
の
基
本

給
を
上
げ
て
ほ
し
い
」
。

Ⅰ
月
の
大
雪
で
は
、

上
越
線
で
Ⅰ
月
23
日
か

ら
２
月
４
日
ま
で
貨
物

列
車
の
抑
止
が
続
き
、

２
月
に
は
東
北
線
で
も

運
休
が
発
生
。
輸
送
へ

の
影
響
が
広
が
る
中
、

人
手
不
足
や
設
備
の
老

朽
化
が
安
全
確
保
の
課

題
と
し
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

さ
ら
に
、

Ｊ
Ｒ
東
日

本
関
連
会
社
で
の
不
正

請
求
や
事
故
多
発
も
報

告
さ
れ
、
鉄
道
の
安
全

確
保
が
春
闘
の
重
要
な

テ
ー
マ
と
し
て
改
め
て

認
識
さ
れ
た
。

組
織
拡
大
へ
の
取
り

組
み
も
続
け
ら
れ
て
い

る
が
、
前
進
に
は
課
題

も
残
る
。

*JR貨物、2026年3月ダイヤ改正交渉が本格化

要員不足と輸送力強化が主要テーマに
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Ｊ
Ｒ
貨
物
東
北
支
社
の
ダ
イ
ヤ
改
正
案
に

組
合
が
改
善
要
求

運
転
士
の
労
働
環
境
・
安
全
対
策
で
幅
広
く
指
摘
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存
立
危
機
事
態

高
市
総
理

昨
年
11
月
7
日

中
国
の
台
湾
進
攻
が
戦
艦
を
使
っ
て
の

武
力
の
行
使
を
伴
う
も
の
で
あ
れ
ば

存
立
危
機
事
態
に
な
り
う
る
と
答
弁
。

要
は
自
衛
隊
を
動
か
す
と
い
う
こ
と

ト
ラ
ン
プ
は
米
軍
を
動
か
す
前
に

日
本
の
自
衛
隊
を
使
う
。

日
本
か
ら
攻
撃
を
受
け
れ
ば

中
国
は
日
本
に
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込
ん
で
く
る
。

ど
れ
だ
け
の
死
者
が
日
本
で
出
る
だ
ろ
う
か
。

そ
う
い
う
人
に
政
権
は
預
け
ら
れ
な
い
。

今
度
の
選
挙
で
辞
め
て
も
ら
お
う
。

ま
も
な
く
ミ
ラ

ノ
・
コ
ル
テ
ナ
大
会
。

冬
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
い
ま
だ
目
に
浮

か
ぶ
シ
ー
ン
。
ス
キ
ー
、

ス
テ
ン
マ
ル
ク
選
手

の
華
麗
な
滑
り
。
フ
ィ

ギ
ュ
ア
、
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
・
リ
ン
選
手
の
尻

も

ち

あ

と

の

笑

顔

（
札
幌
大
会
）
と
荒

川
静
香
選
手
の
イ
ナ

バ
ウ
ア
ー
な
ど
が
あ

る
。目

に
焼
き
付
い
て

い
る
場
面
。
そ
れ
は
、

ピ
ョ
チ
ャ
ン
大
会
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女

子
５
０
０
メ
ー
ト
ル
。

優
勝
し
た
小
平
奈
緒

選
手
が
、
２
位
と
な

り
肩
を
落
と
し
て
い

た
地
元
韓
国
選
手
に

歩
み
寄
り
言
葉
を
交

わ
し
、
肩
を
寄
せ
合

い
、
た
た
え
合
い
な

が
ら
ウ
イ
ニ
ン
グ
ラ

ン
し
た
。
戦
っ
た
相

手
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
、

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
国
際
親
善
と

し
て
感
動
し
た
。

今
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
盛
岡
出
身
の
吉

田
雪
乃
さ
ん
は
じ
め

選
手
に
は
、
自
分
の

記
録
へ
の
挑
戦
を
期

待
し
て
い
る
。
国
や

国
民
の
た
め
の
メ
ダ

ル
は
不
要
だ
。

五
輪
憲
章
は
「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
平

和
な
世
界
の
構
築
に

貢
献
す
る
」
と
う
た
っ

て
い
る
。
高
市
さ
ん

が
首
相
と
な
っ
て
増
々

き
な
臭
く
な
っ
て
き

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
通
し
て
日
本
を
は

じ
め
世
界
中
の
人
々

が
平
和
へ
の
意
識
を

高
め
る
２
月
と
な
っ

て
欲
し
い
。
そ
の
た

め
に
、
多
く
の
選
手

に
憲
章
が
求
め
て
い

る
行
動
を
期
待
し
て

い
る
。

選
手
に
な
れ
な
い

私
た
ち
が
２
月
に
す

べ
き
こ
と
。
暮
ら
し

と
平
和
を
守
る
た
め

に
、
選
挙
で
投
票
す

る
こ
と
だ
。細

川
忠
雄

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
一
票

岩
手
労
連
が
２
０
２
６
年
旗
開
き
開
催

大
幅
賃
上
げ
実
現
へ
決
意
新
た
に


